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イギリス小出版社の研究
　　一キャクストンとの類似点一
辻 昌　宏
　このところ，イギリスの小出版社に関心を持っている。関心を持つようになったきっかけは，詩
集を買い集めるうちに，詩集の版元というのは，ほかでは聞いたり見たりしたことのない出版社が
多いということに気がついたことである。つまり，詩の出版社は，詩専門でしかも零細企業が多い
のではないかという見当がついたのだ。そのことは，詩が商売として成り立ちにくいということと
深くかかわっている。小説家として，生計を立てている人はいくらも居ようが，詩人としてのみ食
している人は，世にも稀なのである。詩は100部単位でしか売れないのだ。とは言っても，そこか
らすぐに，詩を出版する会社は，小出版社だということには必ずしもならない。大出版社や中堅出
版社の一部門として詩を出版しても少しもおかしくはないのだが，近年残念なことに，Faber　and
FaberやOxford　University　Pressなどいくつかの例外を除いては，詩集を出しているのは小出
版社に限られているのである。この二社とても，詩専門の雑誌，あるいは詩が主体の雑誌を出版し
ているわけではない。詩の雑誌は，すべて小さな出版社の手になるものなのである。詩集，詩の雑
誌，ひっくるめて詩の出版は，大手よりも小出版社によって支えられているといっても過言ではな
いのだ。
※
　イギリスの出版社には，オックスフォード大学出版局のように五百年以上にわたる歴史を誇る大
出版社もあれば，去年や今年に出来たばかりでスタッフも一人か二人といった極めて規模の小さい
出版社もある。拙論では主として，後者，つまり小出版社の小出版社ゆえの存在意義を出版界全体
の中で位置づけてみたい。が，そのためにはまず，現在のイギリス出版界の動向を一瞥しておいた
ほうが便利だろう。
　イギリスの出版業は，いま百年に一度の荒波をかぶっているのだという批評家がいる（John　Su・
therland，　London　Review　of　Booles，28　September　1989，　p・16）。それどころか，考えようによ
っては，磁気ディスク，CD－ROMという媒体の出現により，グーテンベルクの活版印刷術発明
以来の新たな革新期を迎えようとしているのかもしれないのだ。つまり人類の歴史はじまって二度
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目の大転換期ということだ。もちろん，一度目は，手書きから活字へと媒体が変わったのであり，
二度目は活字から磁気へというわけだ。
　そもそも西洋では，古代ギリシアのアテネで紀元前五世紀に本の売買があったことが知られてい
るし，古代ローマでもそれに倣った制度が成立していた。つまり写本筆写者が，個人にやとわれた
り，書店にやとわれたりして写本をつくっていたのである。ローマでは写本筆写者の組合が紀元前
207年につくられている。即ち，ギリシア・ローマの古代世界では，最初は大きな工房で多数の奴
隷がテクストを写し直していたのが，しだいに賃金労働にとってかわったということである。もち
ろん現代のような紙はない。ギリシアでは最初は貝殻がもちいられていたが，エジプトからパピル
スが紀元前七世紀にはいってくる。ローマにはいるのは紀元前三世紀である（エリク・ド・グロリ
エ著r書物の歴史』クセジュ文庫，18－20頁）。しかし，五世紀後半に西ローマ帝国が滅びて以降は，
写本の作成は専ら修道院でなされるようになり，再び商業的な場面に本が登場するのは十二世紀を
待たねばならなかった。パリ大学ができるのと並行して，需要が生まれたわけだ。これ以降西洋の
主要都市には大学の成立と写本の商業的生産が広まるのである。イギリスでもオックスフォードの
ような大学街では1180年ごろから書籍商（stationer）が存在したというし，ロンドンでは14世紀
になると書籍商のギルドが設立されていたのである。
　だから，グーテンベルクが1456年にヨーロッパ最初の活字本を印刷したとき，書物がなかった
のでは決してなく，書籍商や製本業者（binder）が職業として成立していたのであった。ちなみに，
グーテンベルクの最初の本はラテン語の聖書である。日本では既に奈良時代から銅版や木版の印刷
術が伝わって仏典や漢籍が刊行されていたのであるから，随分遅いと言えるが，その理由の一端は
前にも述べたように，西ローマ帝国の崩壊いらい写本の制作が修道院に限られてしまったのと，さ
らに七，八世紀になるとイスラム勢力の進出により，ヨーロッパは地中海貿易から締め出されエジ
プトのパピルスの輸入がとまり羊皮紙が使用されるようになったためである。皮に印刷することは，
紙に印刷することよりずっと困難なので，羊皮紙を使っているかぎり，印刷術を求める動機は弱い
ものにとどまらざるをえないのだ。しかし，マインツでグーテンベルクが活版を発明してからの各
地への普及は速かった。1460年代にはもうマインツの独占が崩れ，70年代には各地に広まる（図1，
2参照）。
　イギリスは印刷の先進地とは決して言えなかった。ヨーロッパの中で，印刷術がもたらされた九
番目の国であったし，キャクストンが1476年にロンドンのウェストミンスターに印刷所をもうけ
たとき，それはヨーロッパで71番目の都市だったのだ。この事実をみてもいかに素早くヨーロッ
パの各地に印刷術が伝わったかが判る。
　キャクストンは，最初はロンドンの衣料商人の徒弟となるのだが，主人の急死にあい，当時のヨ
ーロッパの羊毛交易の中心地，ベルギーのブリュージュに行き成功をおさめる。その後，1469年
よりrトロイ史話集』の翻訳にとりかかり，71年にケルンで印刷機を初めて見て，感銘を受けた
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図1印刷術の普及（松田智雄編『世界の歴史7近代への序曲』より）
彼は，その地のヨハン・ヴェルデナーの所で71年から翌年にかけて当時の最先端技術である印刷
術を習得するのである。キャクストンの生年は1421年か1422年とされているから齢五十というと
ころ，並大抵の人物ではないと察せられる。ふたたびブリュージュにもどったキャクストンはそこ
で74年にrトロイ史話集』を印刷し，76年にイギリスに帰国しウェストミンスター寺院のそばに
印刷所をかまえ，80冊以上もの本を出版した。ただし，キャクストンは印刷工というよりは，む
しろ出版者であって，実際の労働は，イギリスに帰国するときに連れてきた何人かの印刷工が担当
したらしい。そしてその中の一人がウィンキン・デ・ワードでキャクストンの後継老となったので
ある。
　キャクストンの話が長くなってこれではいつ現代になることやらと心配なさるむきもあるかもし
れないが，実は彼の経歴は，意外なほど現代の小出版社にたずさわる人々と共通点を持っていると，
僕は考えるのである。非常に大きく捉えれば，イギリスの出版物の歴史は，キャクストンを始めと
する黎明期のほんの数十年が比較的自由な時代で，あとは約三百年間，国家による統制・保護下に
あり，それがヴィクトリア朝になって再び自由化されると言ってよいだろう。これは，出版物の売
買のみがそうだったというのではなく，一般に経済活動と国家の関わり方が，長い間統制・保護で
あったものから自由化へ変わったということを反映しているわけである（John　Feather，　A　History
of　British　Publishing，　p．139）。どの程度の歴史的な必然性のあることかはともかく，イギリスの
出版者の元祖であるキャクストンと，現代の詩を出す小出版社には，思いがけず共通点が多いこと
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図　2　（リュシアン・フェーブル，アンリ＝ジャン・マルタン著『書物の出現』より）
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に気がついたので，キャクストンにもう少しお付き合いのほどお願いします。キャクストンは，前
述のように，印刷に携わる前から裕福な衣料商人であったのだが，単なる商人ではなくイギリスと
ブルゴーニュの宮廷に出入りする御用商人でもあったのだ。1469年以来，彼はエドワードIV世の
姉妹マーガレットのところへ出入りするようになったのだが，彼女はブルゴーニュ公爵夫人であり，
彼女の求めに応じてキャクストンは『トロイ史話集』の翻訳を始めたのであるから，彼女はキャク
ストンの最初の文学上のパトロンでもあるわけだ。以後キャクストンは，マーガレットを通じて王
弟のクラレンス公の知己を得るなど，イギリス帰国後もヨーク家の貴顕と接近し彼等をパトロンか
つ顧客としていく。そのため，ヨーク家とランカスター家の王位争いである薔薇戦争ののち，ラン
カスターのヘンリーV皿世が王位に就いたときに困難な一時期を過ごしたようだが，それも切り抜け
かれの商売は繁盛した。
　キャクストンがイギリスに帰国した二年後に，ケルン出身のセオドリック・ルードがオックスフ
ォードで印刷をしている。彼の印刷した本で今に伝わるものは20冊以下であるが，その中の一冊
の奥付には1468年とあるので，もしそれが本当なら，キャクストンのイギリス帰国よりはやい
ことになるのだが，これは“x”が一つ脱落したためで，実際には1478なのだと考えられている
（Harry　Carter，　A　History　of　Oxford　University　Press，　PP・4－7）。彼1よ・ラテン語の教科書な
どを印刷したようだが，商業的には成功しなかったようで，1486年以降の足取りがつかめない。
　1480年代には，セント・オルバンズにも印刷業者が現れた。セント・オルバンズというのは，
ロンドンの西北30kmくらいの町であるが，その地のベネディクト派修道院は，何世紀にもわたっ
て，写本を生産してきたのである。そこで1479年か1480年に初めて印刷した本が造られる。印刷
をした人の名は不明であるが，どうも修道院付属の学校の先生らしい。以降，彼は1486年までに
八冊の本を印刷した。彼は，専門の印刷業者ではなく，素人として印刷していたらしい。それゆえ，
彼には商業的な関心が無いし，ロンドンの同業者との競争もなかったのである。（John　Feather・
P．14）
　ここで，キャクストンと現代の小出版社との類似点をいったんまとめておこう。もちろん，時代
が違うので，根本的な周囲の状況が相違するのは承知の上である。
　1．個人営業であること
　キャクストンの場合は，海外から印刷工を連れてきたようであるが，規模がなんといっても数人
単位で小さい。後世のように会社組織にもなっていない。例えば，十八世紀になると1730年代に
は50人程度を雇用する会社もでてくるし，『クラリッサ』の小説家サミュエル・リチャードソンは
印刷工場を三つもち40人以上を雇う印刷業者でもあった。それに対しオルバンズの印刷者などは
おそらく一人かせいぜい数人でこつこつと印刷したのであろう。現代の小出版社でも事情は似てい
る。現代の小出版社も個人，あるいは夫婦，兄弟などで経営にあたっている例は多い。印刷は，キ
ャクストンの時代と違って分業化がすすみ外部に委託しているのがほとんどであるが，中には自分
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の家のガレージで活字を拾って手作りで本を制作している例もある。
　2．　文学・語学が中心であったこと
　キャクストンは，自ら同時代のフランスの作家の翻訳をしているし，イギリス人の書いたチョー
サー，マロリーなどを積極的に印刷したことは，前に述べた通りである。文学以外ではラテン語の
教科書が，売れ線であったようだ。オックスフォードのルードは英語による最初の文法書を印刷し
ている。現代の小出版社は，なぜか詩の出版社が最も多いのである。これは，出版社一般の傾向と
は明らかに異なっているのである。出版社一般では，詩を専門とするところは決して多くない。多
くないどころか，非常に少ないのだ。このことを，二冊の出版社住所録を使って間接的に，証明し
てみよう。「証明」というのが，おおげさなら，出来るだけ説得力を持って説明してみよう。二冊
の出版社の住所録（directory）とは，一つがCassell社とThe　Publishers　Association共編の
Cassel＆The　publishers　Association　1）irectory　of　Pubtishing　1990で，もう一冊は，　Small
Press　Group編集のSmall　Press　Yearboole　1990である。前者は，イギリスおよびコモンウェ
ルスの出版社約1100社の資料を掲載している。掲載基準は，The　Publishers　Associationのメン
バーであるか，一定以上の規模を有する出版社（一年に五冊以上出版するか，もしくは四人以上を
雇用しているか）ということである。要するに，業界では中堅以上の出版社が集まったものと考え
てよいだろう。後者の掲載基準は，Small　Press　Groupのメンバーであることで，メンバーになる
には年会費12ポンドを払えばよい。三百強の出版社が掲載されている。名前からも想像がつくと
お吃後者に載っている出版社は一般には馴染みのうすいものばかりである。前者には，住所，電
話，ファックスの他に，雇用者数や88年，89年の新刊数，年間売上高，親会社の名前などが掲載
されている。社によっては，売上高や，雇用者数などを省略してあるものもある。後者においては，
書式が自由であるためか，売上高や雇用者数を書いたものは無く，出版方針やいままでに出版した
本のタイトルを紹介しているものが多い。どちらにも，出版社の活動分野ごとに分類したインデッ
クスがあるので，それに基づいて，詩を専門とする出版社は小出版社に多いことを明らかにしてみ
よう。もちろん，この分類は厳密ではなく，一応のものであることをあらかじめお断りしておかね
ぽならない。また，どちらの場合も，一つの出版社が複数の分野にわたって活動している場合には，
それぞれ一社として数えているので・パーセントは合計が100にならない。さらには，分類基準が
二冊の間ですっかり一致しているわけではない。だから，この比較は幾重にも厳密さを欠いたもの
であり・蓋然たる傾向を把握するためのものであることを，重ねて断っておく。まず，小出版社の
傾向を見よう。
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合 計 410
（Small　Press　Yearbook　1990のデータをもとに集計，割合
は小数点第二位を四捨五入）
　調査対象が310社であるが，合計が410社となっているのは，一社で複数の分野をカバーしてい
ることがあるためである。単純に平均すると，一社あたり1．3の分野ということになる。この表か
ら，詩がずぬけて多いことが，おわかりいただけると思う。約32％，約三分の一である。小説や
文学より多い。これは，僕にとっては意外なことであった。
　では次に，中堅以上の出版社の傾向を見てみよう。ただし，これはイギリスの出版社のみを分類
したもので，カナダその他英連邦の出版社は含まれていない。
分 野
学　術　書
会計・税制
動物・飼育
骨董・蒐集
考古　学
建築・設計
地　　　図
航　　　空
書誌学・図書館学
伝記・自伝
生物学・動物学
ビジネス・産業
化　　　学
児童書
映画・ビデオ
コンピューター　サイエンス
コンピューター・ソフトウェア（商用）
コンピューター。ソフトウェア（教育）
コンピューター・ソフトゥェア（娯楽）
料理・ワイン・酒
犯　　　罪
工芸・趣味
日曜大工
出版社数
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経済学
教育・教科書
工　　　学
外国語としての英語
ファッション・服飾
美術・美術史
園　　芸
地理学・地質学
旅行案内書
健康・美容
歴史・古物蒐集
ユーモア
豪　華本
言語・言語学
法　　　律
文学・批評
魔i術。オカルト
数学・統計
医　　学
軍事・戦争
音　　楽
船　　舶
哲　　　学
写　　　真
物理学
詩
政治・世界情勢
心理学
参考書・辞書
宗教・神学
S　　　F
科学・技術
社会学・人類学
スポーツ・ゲーム
演　　劇
輸　　送
????????。????????????????????????????? ??? ?
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旅行・地誌
獣　医　学
職業訓練
女性　学
合 計
142
25
48
61
5，527
18．5
3．3
6．　3
8．0
　こちらの場合は，出版社の規模が大きいため一社あたりの分野数もぐんと増えている。一社あた
り7．2分野ということになる。小出版社の場合は，一社あたり1．3分野だったからその違いは明白
である。つまり，小出版社のほうが，専門化が進んでいる。あるいは，多角経営をする余裕がない。
余裕がないというのは，人的にも資本的にも余裕がないという意味だ。あるいはまた，小出版社は，
極めて個人的な営みであるケースが多いので，その個人に興味のあるものしか手を出さないという
ことが主な理由かもしれない。ある程度の規模以上の会社は，利潤の拡大を求めて，売れる本を出
すということで分野を拡げていくことがあるわけだ。
　肝心の詩であるが，12％ということで，約八社に一社が詩を手がけていることになる。小出版社
の方では，三社に一社の割合であったから，比較すれば明らかに少ない。しかも，大きな会社では
いろいろある部門のうちかろうじて残されている部門ということがありがちなのに対し，小出版社
の方では，詩を出しているところは詩専門という場合もかなりあるから，密度あるいは熱意あるい
は集中度においても相当な差があると考えてよいと思う。
　このように，ある特定の指向性を持った活動をするところが，キャクストンの活動とも通じると
ころである。っまり，文学に対する好みが直接的に反映される出版活動なのち。これは，会社組織
として機能している中堅以上の会社と異なり，個人または数人で運営しているという形態に由来す
るものであろう。
　3．　顧客が特定層
　今述べた特定の指向性と関わりは深いのであるが，キャクストンの顧客は特定層であった。不
特定多数に向けて印刷されたものでは決してない。彼の出版には大きくわけて二っある（N．F．
Blake，　Caxton　and　his　world，　pp．64－72）。宮廷向きのものと，実用向きのものである。実用向
けには，法律家のための本，学生や商人向けの外国語の会話帳，『詩篇』や『時濤書』など聖職者
むけの宗教書などがある。ただし，最後にあげた宗教書の場合は，宮廷向けとの線引きが微妙で・
貴族が個人用礼拝堂のために自分で持っていることもある。一方，宮廷向けのものは大きくわけて
三つある。キャクストン自身による翻訳，イギリスの詩人の作品，そして英語の散文作品だ。キャ
クストンはイギリスに帰国した当座は宮廷向けの作品よりも，実用向きのものを印刷していたらし
い。というのは，このころヨーク家の崩壊があったからで，キャクストンはヨーク家の人々をバト
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ロンとしていたから，ヘンリー7世の支配する宮廷にすぐに受け入れられたとは思えないからだ。
　現代の小出版社の場合は，出版している本を特定の分野に限っていることから，キャクストンの
場合でいう実用向けに相当する顧客の限定が行われていると言えよう。特に雑誌を出している場合
がそうだが，定期購読者が多いので，顧客はかなり固定的であると考えてよいだろう。
　4，　パトロンに支えられ補助される
　キャクストンの場合は，宮廷人が明らかにパトロンである。最初は特にヨーク家の人々であった。
しかし，それがため，ヨーク家が政争に敗れると，出版活動にもブレーキがかかるわけだ。ただし，
この当時のパトロンというのは，費用を出してくれることのメリットよりも名前を貸してくれるこ
とのメリットが大きかったようだ（N．F．　Blake，　Caxton　and　his　wortd，　pp．64－65）。それによっ
て本に箔がつくというわけだ。
　一方，現代のイギリスのパトロンとは何か。個人ではない。むしろ，アーツ・カウンシルや地域
芸術協会（Regional　Arts　Association）をはじめとする公的団体によって支えられ，補助されて
いる。この場合も，非常に多額な補助がなされているわけではない。すくないものは50ポンド，
1000ポンドくらいが多いようだ。だから，この場合の補助は，むしろ，出版老に対して意欲を向
上させるためのものと考えることもできよう。キャクストンと現代の出版社のパトロンに関するも
うひとつの共通点は，政治に左右されるということだ。補助の姿勢や金額の増減は，政権によって
異なることは明らかである。
　以上に述べた現代の小出版社とキャクストンとの4つの共通点は，偶然のものではない，と僕は
考える。これは，両者が出版老の原点あるいは原始的形態をとっているがゆえに生じる共通点なの
だ。これらの諸特徴は，出版社の規模が質的・量的に拡大していくと，失われていくものなのであ
る。出版社の大勢は，拡大化の方へ進んでいくわけだが，その過程は後述する。その前に，キャク
ストンの時代に戻ろう。
　先にオックスフォードの印刷業者ルードが失敗に終わったことを述べたが，ケンブリッジではど
うかというと，これも失敗に終わったのだった。ケンブリッジはオックスフォードよりやや遅れて
ジョン・シバーク（John　Siberch）という男を招きよせている。人文主義者のグループが彼を招い
たのだ。シバークもオックスフォードのルードと同様ケルンで修行した印刷業者であった。彼の履
歴については比較的詳しいことがわかっている（M・H・Black，　Cambridge　University　Press　1584－
1984，PP．14－16）。彼はケルン南東の小さな町Siegburgのうまれで，それがなまってSiberchと
なったらしい。彼は1492年にケルン大学に入り，聖職者になるつもりであった。剃髪までしたが，
まだその時点では結婚はできた。実際に印刷業・出版業の一家の娘と結婚したことが彼の運命を変
えた。妻の兄弟たちはケルン，アントワープ，ルーヴァンの印刷業者だった。そのうちの一人が，
当時のイギリスの書店販売のメッカ，セント・ポール寺院の境内に販路を持っていたのである。シ
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バークは一家の行商人となってあちこちをまわり，本の市で名高いライプチッヒにまでいく。そこ
でケンブリッジのリチャード・クロークに出会う。クロークはすでにパリでエラスムスの知己を得
ていた人文主義者である。結局シバークはクロークらの招きに応じて1520年にイギリスにやって
ぎた。しかし，首都以外で印刷業を営むのは容易でなかった。ロンドンの同業者には敵視されるし，
政府も統制がしやすいように印刷業者が首都に集中することを望んだからである。シバークは1523
年か24年にドイツに帰ってしまったのだ。だから数年しかケンブリッジで仕事をしなかったこと
になる。彼の帰国は，1523年の新たな規制と関係があるかもしれない。その規制とは，外国人の印
刷業者にイギリス人以外の弟子をとることを禁じるものであった。
　当時活躍したその他の印刷業老に，ジョン・ルトウ（John　Lettou）がいる。彼は，名前から判
断するとリトアニア系であり，印刷術はローマで学んだというから当時からヨーロッパ内の往来の
自由度が相当高かったものと察せられる。この人は1480年ロンドンのシティーに居をかまえ免罪
符などを印刷していたが，1482年フランドル生まれのウィリアム・ド・マクリニアを共同経営者
に迎え，最初のイギリス慣習法の本を印刷した。ヨーロッパ大陸ではローマ法の本が大量に印刷さ
れていたのだが，イギリスでは法体系が異なるのでそれでは間に合わずこれ以降イギリス慣習法の
本はイギリス独自の市場として発展していくのである。
　キャクストンとルトウ，マクニリアの例が顕著なのであるが，ここで黎明期のイギリス印刷業の
特徴をもう一度整理しておこう。特徴というのは，より具体的に言うと，大陸の印刷業者との相違
点である。まず，ラテン語の書物を中心とせず，最初から英語の印刷物が中心であった。これは何
故というに，インテリの読み物はラテン語の書物であったにせよ，輸入で間に合うからである。第
二の特徴は，文学と法律の本が中心だったということだ。キャクストンは自らのフランス文学の翻
訳のみならず，チョーサー，マロリー，ガウアー，リドゲイトを始めとする自国の文学を印刷し，
標準英語形成の一翼を担ったのは周知のとおりである。
　黎明期には，即ち15世紀には，ロンドン以外にも印刷所の設立が意欲的に試みられた。オック
スフォードのような大学の所在地や，ヨーク，カンタベリーといった宗教的に重要な場所にである。
しかし，それらは充分な市場を持たず大きな成功を収めることはなく，しだいに印刷業の中心はロ
ンドンへと収敏していく。この動きを加速したのは，出版を統制しようという王政からのはたらき
かけであった。
　1484年，リチャード皿世の議会は条例を定めて，外国人商人の活動を制限しようとしたが，「写
本筆写者，挿絵画家，製本業者」などはわざわざ特定して除外したのである。
　しかし前述のように，1523年には，イギリス人以外の弟子をとれない，という新たな規制が設
けられる。1534年には，ヘンリーV皿世は1484年の条例を破棄し，印刷業をイギリス人に限定し，
外国人による輸入にも厳しい制限を課した。この措置によって，出版業者は海外との競争から保護
されたわけであるが，同時に王権の支配下に入ったともいえる。外国人による書籍の輸入制限は，
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国内業者の保護の名目の下に，王にとって政治的・宗教的に具合の悪い本の禁輸をも意図したもの
であったのだ。このような出版・書籍業に対する王権の介入は十七世紀末まで続いたし，ある意味
では今日までその残津は存在するといってよい。
　1538年には，ヘンリーV皿世はついに，すべての本の出版は事前に枢密院かそのメンバーによっ
て検閲されねばならないとしたのである。王は検閲するだけではなく，さまざまな特権や独占権を
与えもした。たとえば，1504年ウィリアム・ファークは王の布告や法令を印刷する者に任じられ
たし，1550年代に女王メアり一はリチャード・トテルにすべての慣習法の本を印刷する独占権を
与えている。
　このような検閲と勅許の専売特許状は，出版業のロンドン集中を加速したのである。こうして，
小数の特権的印刷業者と出版を規制したい王との間の利益共同体がでぎあがり，その仕上げとして，
1557年に以前からあった写本筆写者のギルドが再構成されて書籍出版組合（Stationers’Company）
が結成される。これ以降ながらく印刷・出版はロンドンとオックスフォード，ケンブリッジといっ
た主要都市に限定され，他所では禁止されるのである。この間の事情をもうすこし丁寧に説明しよ
う。というのは書籍出版組合というのは，イギリス出版界の発展にとって，誰もが認める転換点で
あるからだ。
　さかのぼれぽ1357年には法律文書の書き手や写本挿絵画家のギルドがあったし，1403年にはそ
れが再編成されて本屋や製本業者が含まれるギルドとなっている。ギルドは単なる同業者の寄り合
いではなく，ロンドンのシティで取引する権利は，ギルドのメンバーにのみ与えられていたのだ。
そしてメンバーになるためには，メンバーのもとで徒弟として一定期間の修行をつまなければなら
なかった。印刷業老が出現した時，この既成のギルドにすんなり参加したかというと，さにあらず。
参入にはけっこう長い時間を要したのである。その理由の最大のものは，印刷業者がキャクストン
をのぞいて，しばらく外国人ばかりであったこと。外国人がギルドのメンバーになることは不可能
ではなかったが，決して容易でもなかったのだ。最初に加入した印刷業者はヘンリ・ジャコビとい
うフランス人で1509年より少し前のことだったらしい（John　Feather，　pp．29－30）。こうした前史
をへてこのギルドは，1557年にメアリ女王から勅許状をいただいて書籍出版組合へと発展解消す
る。この勅許状にはさまざまな規定があるが二つ重要なものがある。一つは事実上，ロンドン以外
での印刷を禁止したこと。もう一つは，組合が出版の事前認可をすることである。前者は，完全に
地方での印刷行為を禁じたものではないが，印刷機の所有権を組合員に限定したのである。後者は，
1559年にエリザベス女王の命により検閲システムが整えられ，1562年には印刷前にすべての本は
組合に登録されることが決定された。
　一方，詩の出版に関して言えぽ，口承文学であるバラッドの印刷がヘンリーV皿世治世の末期には
見られるようになった。一枚の紙にバラッドが印刷されてあり，書籍商ぼかりでなく，行商人によ
って売り歩かれた。キャクストンがロマンスを15世紀の貴族のために出版したように，16世紀の
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キャクストンの末喬たちは郷紳や上層商人むけにバラッドを印刷したのである。バラッドが，本屋
だけでなく行商人によって売り歩かれたのは，現代の詩を出す小出版社にも通じることだ。彼等の
多くも，文学祭や見本市のようなフェアーでの売上が相当のパーセントを占めているのである。
　　またプロの文筆家というものも十五世紀の末になって登場するもの，即ち印刷術の産物なのであ
る。中世の作家は，自分のため，神のため，パトロンのために書いたが，印刷術の登場によってパ
　トロンの性格が徐々にしかし決定的に変わっていったのである。十六世紀を通じても相変わらずパ
　トロンは作家にとって主要な支援者であることにはかわりなかったが，しだいに出版社が作家に支
払いをするようになってくるのだ。
　こうしてイギリスの出版業は11頂調に発展をとげていくのだが，1640年清教徒革命がおこり，出
版業もこの波にもまれる。1637年に星室庁の布告により，エリザベス朝に出された法令が確認さ．
れ，一部強化された。無認可の印刷物に対する罰則が強化されたのだ。ところが革命により，1641
年には星室庁そのものが廃止されてしまう。ここで吹き出るように，政治的パンフレットやニュー
ス本がでるようになる。王党派も，共和派も，政治的プロパガンダをどんどん発行するわけだ。実
際の戦さでは共和派が勝利するの甑プ…ガ・ダ合戦では，王党派紛があ。たようだ．それ
に苛立った議会は，1643年に検閲を復活させる法令を制定するのだが，すぐには守られなかった。
1647年議会は出版を統制下に置く。王政復古になると，1642年に出版法が議会を通過する。この
法は以前の法とほぼ同じなのであるが，一つ重大な違いがある。それは，検閲をするのが書籍出版
組合のメンバーではなくてあらたに任命ざれる検閲官となったことである。この出版法はジェーム
ズH世即位に際しても，また1688年名誉革命の際にも，更新された。しかし，1695年議会はこの
法の更新を拒んだのである。その結果，出版法は失効し，法の空白状態が生じる。
　そこで困ったのは，版権を所有していた出版者であった。これまでの法は検閲の施行を規定する
だけではなく，印刷業者の親方・徒弟の人数を制限し，事実上ロンドンの印刷独占を許し，版権の
登録と規制をしていたのである。出版者の多くは，この最後の点が無くなってしまったことに困惑
したのである。
　結果を手短に述べよう。出版法が失効したため，地方にも週刊の新聞を発行する印刷業者が現れ
る。本屋も出来る。つまり，地方に市場が育ってきたわけである。その結果，ロンドンの出版者も
より広く国内に配本する基礎ができたわけだ。これが意味するところは，より大規模の出版が可能
になったということだ。しかし，それは同時により大きな資本を投下せねばならないということを
意味する。そこで登場するのが問屋，卸売り業者である。英語で言えば‘wholesaler’であるが，
‘conger’とも言う。ただし‘conger’と言う場合は，卸売り業者の集合体を指す。即ち，いくたり
かの業者が提携して在庫を持つのである。
　このように資本を投下する側，出版者および卸売り業者は，需要の伸びにともなって事業を拡大
していったが，前述のごとく出版法の失効を喜んではいなかった。というのは，彼等のドル箱であ
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る売れすじの本の海賊本がどんどん出るのにそれを取り締まる法が無いからだ。彼等は，出版業に
秩序が必要だという理由で，法の制定を請願している，印刷業者と徒弟の数の制限を再び設けてく
れという趣旨である。1695年から1698年にかけて四つの法案が提出されたが拒絶された。さらに
二つの法案が1699年と1701年に却下されている。そのころになると，もう検閲の復活は無理とい
う考えに政治家もなってきていたのである。1707年に，またも出版者および卸売り業者が請願を
して，1709－10年の議会に法案がかけられ通過する。これが世に言う著作権法（Copyright　Act）
のはじめである。この法案，正式名は学術奨励法（Act　for　the　Encouragement　of　Learning）と
いうのであるが，古典語の書物の輸入を自由化したり，業者が暴利をむさぼることのないように書
物の価格を規制する委員会をつくったりしたのである。しかし，一一ts肝心だったのは，いわゆる著
作権を定めたこと。なんといっても，この法は世界で最初の著作権法であるのだから。しかし，最
初だけあって，よく出来た法律とは言い難いようなのだ。要点はこうだ。
　1．1710年4月10日以降，既に存在するすべての版権は現在の所有者に211年間あることが確
認される。
　2．　これ以降に生じる新しい版権は14年間保護されるものとする。ただし，さらに14年間延長
することが可能である。
　どちらの場合も，書籍出版組合の登記所への登録が前提となっている。ここでCopyright　Act
を著作権法と訳したが，これは現代からみての話で，当時の感覚に即して言えば版権法なのである。
つまり，当時の常識では，本の所有者は出版者であって，著者に認められた権利など皆無に等しい
のであった。そのため，この法律でも前文を除けば，「著者」には全く言及がない。法楽の草稿で
は著老の権利にもふれていたのだが，それらは出版業者らの圧力により削除されてしまったのであ
る。つまり，この法は出版者のための法であり，著作家のための法ではなかった。この法では，版
権所有者（即ち出版者）は，海賊版に対して訴えをおこす権利を認め，罰則も規定されていた。
　ところが，出版者らは，版権の消滅という事項がよく飲み込めていなかったらしい。というのは，
1730年代になって古い著作の版権が切れるわけだが，その時になって版権を延長して欲しいと騒
いでいるからである。もっとも彼等がぼんやりしていたとばかりは言えなくて，法律の文章も曖昧
なところがあって，1731年になくなるのは，版権そのものなのか，それを侵害した場合の罰則な
のかがはっきりしていなかったのである。
　たとえ，法文が曖昧でも版権を侵害する有力な勢力が存在しなけれぽ，それは問題にならなかっ
たであろう。が，実際には，版権切れと解釈して，版権を所有していた出版老をおびやかす者がで
てきたのである。それは，スコットランドとアイルランドの出版者であった。これに対しロンドン
の業者は二方面から手を打った。一つは実際の商売で攻勢に出た。新刊の宣伝を盛んにし，地方へ
の配本を効率的に行ったのである。もう一つは法制面で，こちらは対処がより困難である。1739年
に，議会は，英語で書かれた本の英国への輸入を禁止する法を通過させるが・実際の効力をあげる
45 一人文科学論集一 （40）
ことはむつかしく，事後処理になりがちであった。海賊版に業を煮やしたロンドンの書店兼出版者
Andrew　Millerが海賊版の業者Alexander　Donaldsonを訴えるのだが，結局1774年にMiller
が負けてしまうのである。判決の理由はロンドンの出版者が版権を独占しているのは公益に反する
ということであった。この時，1557年書店出版組合の結成以来の保護主義が終わったのである。
国が小数の業者を保護し，同時に管轄下におくという時代に幕が降りたのである。
　十八世紀を通じて，イギリスは産業全体が盛んになり，出版業も発展をとげる。市場が拡大する
のと，本が手にいれやすくなり，効率的な配本ができるようになったことがうまく関連しあってい
ったのだ。多くの本は，1000部から1500部が刷られ，教科書やチャップブック（行商人が売り歩
いた歌，物語の小冊子）の中には一万部を越えるものも出てきたのである。ジャーナリズムの勃興
も周知の通りである。
※
　ここで，時代をひとまたぎして，先の批評家サザランドの意見にたちかえろう。現在が百年に一
度の荒澁かぶ・ているとすると・ど・が・どう百年に渡の激しさなのかは，後で述褐として，
現在の前の荒波はいかなるものであったのかを一瞥しておこう。百年前の1890年代にはどんな変
革があったのか。
　1870年にはイギリスで義務教育が施行され，読者層が拡がる。そうして1890年代に出版・書店
齢（P・bli・hers’・nd　b・・ksell・・s’ass・・i・ti・n）カ・設立される．そして1900年1月1田こ書籍定
価販売協定（Net　Book　Agreement）が誕生するのである。以上が百年前にイギリスの読書界に起
こった変化であるが，もうすこし詳しくみることにしよう。そもそも，書店協会というのは，ドイ
ツで1825年に設立されたのをもって噛矢とする。19世紀になって，出版業の拡大にともない，読
者層がかつてのように特定階層のみではなくなり，より広い販売網が必要となったわけだが，その
際に出来上がったシステムは今でも基本的には変わりがない。即ち，書店は委託という形で商品
（本）を受取り，返品の権利を有するのである。そのかわり，出版社は書店に商品を受けいれるこ
とを要求するのである。つまり，これは書店がすべての新製品を把握できないからこういうシステ
ムにならざるをえないのだ。この仕組みはドイツではじまった。こうしてドイツでは，1825年に
最初の書店協会が結成されてこれがヨーロッパ諸国でのモデルになったのである（Per　Gedin，　Lit－
erature　in　the　MarketPlace，　pp．22－23）。イギリスはというと，1800年には書店，出版社，著作
家のいかなる公的組織もなかった。1812年と1826年に書店協会をつくる試みがなされるが，いず
れも失敗に終わっている。1850年代にも再び同じたぐいめ試みがなされるが，これらはすべて安
売りの防止をねらったものである。こうした努力が結局実を結んだのが1890年代であるといって
よいだろう。まずロンドン書店協会ができ，それが1894年にイギリスおよびアイルランド連合書
店協会となり，1896年には出版協会が結成され，その総決算として1900年に書籍定価販売協定が
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成立したのである。最後の協定の過程では，1884年にできた著作家協会も相談を受けている（Ian
No「「ie，　MMmby，s　Publishing　and　Bookselling　in　the　Twentieth　Cθ窺曜y　pp．15－16）。
　以上が100年前の変化であるが，Net　Book　Agreementが，重大な挑戦を受けたことは今まで
に二度ある。一度目は，「タイムズ本戦争」（‘Times　Book　War’）と呼ばれる有名なもので，これ
は高級紙タイムズが主宰するブック・クラブを通じて実質的な安売りをしたので，それに対抗して，
Net　Book　Agreementに出版後六ヵ月はその本を古本として売ることを禁じる条項を加えたこと
が発端である。ほとんどの書店はこの条項を遵守したが，タイムズ紙のブック・クラブは守らなか
ったのである。多くの出版社はブック・クラブを「黒」と決めつけ，本の供給を停止したが，作家
の中にはバーナード・ショーのように公然とブック・クラブを支持する者もあった。この戦いは約
二年問つづき，結局1908年9月にタイムズ・ブック・クラブがNet　Book　Agreemeutに加入する
ことで決着がついたのである。二度目の挑戦は，第二次大戦後のことである。企業問の競争を限定
するような協定・慣行（restrictive　practices）に対する規制対策である「独占および競争制限慣行
法」が制定された。ひらたく言えば，メーカーが小売店に安売りを禁じることによって，小売店間
あるいはメーカー間の競争が減り，消費者は必要以上に高い品物（たとえば，電球）を買わされる
事態をなくすための法である。この法の制定により，1900年に定められたNet　Book　Agreement
も改訂を余儀無くされ，1957年に新たなものになるが，それに対してこれが合法かどうかが法廷で
あらそわれたのである。大抵の取引協約は公益に反するとして裁判に敗れたのであるが，書籍業界
は4万ポンドの大金を投じてこの件の弁護を弁護士に依頼した。四ヵ月後に判決が下り，二冊の著
作物は二個の卵のように同じものとして扱うことは出来ないという特殊性を持つこと，協定が無く
なると書店の数が減り，在庫の種類の多様性が減少するであろうこと，出版される本の点数が落ち
こみ，本の売値は結局上昇するであろうこと，以上を理由に書籍定価販売協定（Net　Book　Agree・
ment）はその意義を認められたのである（Ian　Norie，　Mumψy’s　Publishing　and　Bookselling　in
the　Twentieth　Century　pp．168－169）。
　さて，’現在起こっている問題には三つの潮流があると，rヴィクトリア朝の小説家と出版社』や
『ベストセラー』の著者でもあるサザランドは言う（John　Sutherland，　London　Review　of　Books，
28September　1989，　p．16）。ここからしばらくサザランドの記事に沿って紹介しよう。三つの潮流
のうち，最大のものは，企業どうしの吸収・合併であり，現象としては日本でも最近は都市銀行な
どがおこなっている，あるいはおこないつつあるので，お馴染みのものであろう。日本でも知名度
の高い，MethuenやPenguinが既に独立した企業ではなくなっているのだ。つまり，弱体化し
た中小の出版社が複合企業（その多くが本来，出版とは関係がなかったものである）に吸収されて
いるのだ。さ。き挙げたP・ng・i・1よ，　L・ngm・n，　H・mi・h　H・milt・n・Mi・h・・I　J・・eph・F「ede「i・k
WarneとともにPearson　Groupの傘下に入っている。またイギリスのRandom　House社は
Hutchinson，　Cape，　Chatto　and　Windus，　Bodlay　Headを所有しているのだ。　Methuenなどは
43
一一l文科学論集一 （42）
1989年の創立百周年を目前に控えた1987年にInternational　Thomsonに身売りしてしまった。
すると，International　Thomsonはこれを分割して一般と子供向けの本はOctopus社へ転売して
しまい，学術書のみをThomsonは抱えているのである。ところが，そのOctopus社もReed
Internationalに買い取られたというから目の回るような忙しさである。これでは，日本の悪名高
き「地上げ」のようではないか。Thomsonが抱えているMethuenの学術書はRoutledgeから
販売されるのだそうだが，このRoutledge自身がやはりInternational　Thomsonの傘下にある
のだ。
　こういった資本提携関係は，決して珍しいことでは無くなっており，例えば，Cassell社から出
（いる出版社の住所録，1）irectory　of　Publishingには‘Ownership　of　UK　Publishers’という一
章が設けられている。こう動きが激しくては，この項目は毎年書き換える必要があるだろう。現に，
1988年版では・いまだOctopus　Publishing　Group（25社を抱えている）はReed　International
に吸収されたことが銘記されていないのである。
　サザランドも言うように，合併それ自体は出版業界にとって過去にいくらも例があり珍しいこと
ではない。先にあげた，LongmanやRoutledgeも他の出版社を吸収してきた経緯があるのだ。
しかし驚くべきはその速さと相手かまわぬ性質である。例えぽ，Secker　and　Warburgという良質
の本を出してきた出版社は，1910年にMartin　Seckerが創立し，1936年以来Frederic　Warburg
が新たなパートナー（共同経営者）となった。が，1951年経営危機に際し，アメリカ資本の餌食
となるよりはとHeinemanの傘下に入ったのだ。けれども，　Heinemanも身を寄せるべき大樹で
はなかったのだ。1960年にはHeinemanがThomas　Tillingという本来は建築会社に吸収されて
しまうのである。Tillingは経営方針に口を挟まなかったから良かったのだが，これがさらにBT
R（バーミンガム・タイヤ・ゴム）に引き継がれると，BTRは合理化を迫ったのである。さらに
BTRは・HeinemanとSeckerをOctopusに譲渡してしまうし，そのOctopusは前述の通り
Reed　Internationalに吸収されたのである。もはやSecker　and　Warburgは多国籍企業という大
きな樹木のほんの小さな一葉に過ぎないのだ。こう見てくると，小出版社といっても，独立出版社
かそれともある企業グループの一員なのかの違いが重要なことがお判りいただけると思う。五年も
たてば・エッソとBPのガソリンに区別がつかないのと同様に，　SeckerもMethuenも同質化し
て似たりよったりの本を出すだろうと，サザランドは皮肉たっぷりである。
　とはいえ，それが気に入らなければ新たに出版社をつくればよいのだと考えるむきもあろう。そ
の通り，だから小出版社が，知名度は低くとも雨後の筍のようにあとからあとから出現するのであ
る。しかし，この考え方には落とし穴もある。新たに出現した複合企業が母体の出版社は膨大な潜
在的資金力を持っているので，今日では作家への前渡し金が巨額なものになってしまっているのだ。
例えば，マイケル・ホルロイドがバーナード・ショーの伝記を書く前に受け取った前払い金は65
万ポンド（約1億5千万円！）であると言われ，これは常軌を逸した額ではないというから驚きで
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ある。もちろん巨額の前払い金やそれに類するものとしてはポウプのイリアッド翻訳に対するもの
やスコットのナポレオン伝に対するものが有名であるけれども，あくまで例外的措置であったと思
われる。話を現代に戻すと，中小の出版社でも，才能ある新人を発掘できるかもしれないが，10万
ポンド単位の金でせっかく育てた芽を，大出版社に引き抜かれないとは限らないのだ。作家ばかり
ではなく，編集者のほうも同様の流出が起こるのである。
　これと並行して，末端の書店では，チェーン店化の動きが進行中である。イギリスの目抜き通り
の本屋はアメリカの派手派手しい本屋にそっくりになってしまった。アメリカのチェーン店はレコ
ードやヴィデオのように本を売るのだという。つまり，売れ筋（「トップ50」とか「新発売」）に
力点を置き，分類もハウツーもの，小説，健康もの，子供向け，伝記といった具合に簡単にするの
だ。（伝記というジャンルは，英米では日本と異なりコーナーが設けられるほど大衆的人気がある）。
そして店のショーウィンドウにはえりぬきの本が並べられ，時にはそれに対し出版社が広告料を支
払うのである。チェーン店は相対的には品数が少なく，回転率を重視して売れ行きの悪いものは即
返品か「バーゲン品」となる。この書籍のバーゲンも，日本では洋書以外には見られぬ現象である。
もちろん，これは問題を抱えつつ存続中の再販制度のために行われないわけだ。
　イギリスの書店のチェーン店化の帰趨を制するのは，1900年に制定された書籍正価販売協定が
廃止されるか，おおっぴらに無視されるかどうかという動きである。この協定は，15年前にSun－
day　Timesが初の信頼でぎるベストセラー一覧表を掲載しはじめた時に死刑宣告を受けたような
ものだったのだ。トン単位で売れる本は当然，価格が下がるのである。
　第三の荒波は，新聞の書評欄の増加である。ここ数年，高級紙の書評欄はぐっと拡がった。この
ことは，しかし，読者の関心のたかまりを意味するわけではない。むしろ，広告収入目当ての企画
なのだ。アメリカに較べると，イギリスの本は宣伝費が極端に少なかったのである。それが今や変
わりつつあるわけだ。
　以上現在起こっている変革の三つの流れ，出版社の吸収・合併，書店のチェーン店化，新聞の書
評欄および広告の増加がすべてかかわってくるのが，ベストセラーのリストである。ベストセラー
一覧表というものは，一見売上の記録であるかのようであるが，単にそうであるよりは，売上を刺
激する機能を果たしているのである。ベストセラー至上主義と広告は上述の三つの流れを加速する
だろう。ベスFセラーには売上を伸ばすために大袈裟な宣伝が必要だし，そのためにはこの業界と
しては多額な千ポンド以上の費用がかかる。そうすると結局，吸収・合併を行って資本力を豊かに
しなければならない。また，巨額の前払い金と広告費をかけたからには，迅速に多額の売上を回収
しなければならなくなる。それが今度は，回転率がはやくていくつかのタイトルに絞って売上増加
をねらうチェーン店に有利にはたらくのだ。
　このような事態はアメリカではとっくにすすんでいるものなのである。サザランドはこの潮流の
もたらす弊害を列挙したあとで，長所も紹介している。つまり，出版点数が減っても，一冊一冊の
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本の仕上がりが丁寧になる，作家の数は減るが，その分一人一人に対する報酬は改善される。前払
い金による支払いは，印税によるそれよりも，アマチュアリズムを減退させプロフェッショナリズ
ムを奨揚することになろうというのである。
　この最後の点であるが，素人と玄人との境界が曖昧なほどに書き手が多いというのは，むしろ慶
賀すべきことではあるまいか。少なくとも，詩に関してはそう考えている出版人が多いらしく，プ
ロともアマともつかない個人出版社はあとからあとから出現しつづけている。
　前にも述べたように，オーソドックスな詩でもなかなか採算ベースにのらないので，大手は敬遠
しがちなのであるから，実験的なもの，政治的なもの，小数派のための詩などは，採算第一の出版
社からは期待すべくもないのである。また，これほど吸収・合併が進んでしまうと，編集方針も親
会社によっては自由が保証されてはおらず冒険がしにくいであろう。ある意味では，経営規模の大
小よりも，独立出版社かある複合企業の系列企業なのかという区別の方が重要なこともあるであろ
う。
　だから，現在，イギリスで小出版社の活動が盛んなのは大変健全なことだと言えよう。小出版社
は（定義にもよるが）例外なく独立した組織で，非常に鮮明な編集方針を貫いているからだ。
　小出版社は，いくつかのグループにまとまって組織をつくっている。もちろん組織といっても独
立性を保ったゆるやかな連合で，業界内の親睦団体とも言うべき性格を持っている。特に小出版社
のみが集まっているものを紹介しよう。まず，The　Association　of　Little　Presses（略称ALP）
であるが，設立は1966年。最初はArts　Councilなどからの補助金獲得のための圧力団体として
結成されたが，後には情報交換や活動全体の推進の役割を果たすようになった。ALPには約250
社が加盟しており，ブックフェアーや展示会の開催，郵便や電話で個人出版社の抱える問題への相
談室を設けている。会費は年7．50ポンドで個人でも加入でぎる。もう一つはThe　Independent
Publishers　Guild（略称IPG）で設立は1962年。さまざまな問題についてセミナーを主宰してい
る。IPGの中に小出版社のグループがある。加入資格は，現在までに出版した本が四冊未満の出
版社または個人で，会費は年25ポンド。最後に1988年に結成されたばかりのSmall　Press　Group
（略称SPG）を挙げておこう。これは出来たばかりであり，活動はこれからであるが，　Small　Press
Year　BookというDirectory（会員住所録）を市販している。これを見ていると実に小出版社の世
界は多様であることがわかる。例えば，Wellsweep社のように中国の詩の英訳専門のもの，　Oscars
Pressのようにレスビアンやゲイのための出版社，　Zora　Pressのようにイギリスの黒人作家，なか
でも女性黒人作家のための出版社，あるいはOverdue　Booksのようにイングランド北部の女性作
家専門の出版社，はたまたGiant　Step　Pressのようにあらゆる種類の詩を載せる詩の雑誌を発行
する出版社，等々。これらは大抵，一人か二人で編集，印刷，発送まで全てをこなす個人出版社，
あるいは家族経営（夫婦か兄弟が多いようだ）の出版社である。編集方針も上にあげたように，小
数民族や女性を中心としたり，地域にねざしていたり，きわめて旗幟鮮明である。これはもちろん，
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採算を重規しないあるいは度外視しているから可能なのだ。不特定多数の読老を獲得しようと思え
ばこうはいかないのは明らかである。言い換えれば，これらの小出版社で経営が順調なところはほ
とんどない。いや，それどころか，その多くはArts　Councilをはじめとする政府や地方自治体の
出資した機関から補助金を得てやっと経営が成り立っているのだ。
　詩の出版に対して，補助金が支払われることに対しては，故フィリップ・ラーキンのように詩人
でありながら反対する人もいた。1970年代に書かれたラーキンの文章によれば，1970年代の詩と
1930年代の詩の最大の差異は，詩が‘public　event’になってきたということである。詩はエンタ
ーテイメントになり，現代詩が教育の対象となり，公金によって補助されるようになったのである。
詩に対する補助には，詩の朗読会に対する補助，詩のフェスティバルや雑誌への補助，大学に在住
することを条件に与えられる補助等があるが，ラーキンは詩の朗読会や詩人が大学で自作や他人の
詩を分析したり講義をしたりするといった啓蒙的な営みにすべて否定的だ。朗読会は，詩を朗読会
むけの詩に変質させてしまい，耳で聴くとよいのだがあとでじっくり読むと無価値なものを産み出
しがちだし，大学で詩を教えると分析に向く詩を書くようになり，さらには実生活から詩を生むの
ではなくて詩から詩を創るようになってしまうからよくないというのである。前者はともかく，後
者については文学観の異なる人には受け入れがたい見解であろうが，いかにもアンチ・モダニズム
のラーキンらしい物言いといえよう。以上を要するにラーキンは，詩そのものに対してよりも詩人
らしい振る舞い，詩人であることに対して補助金が与えられることに懐疑的なのである。それにょ
って，詩人と読者あるいは聴衆の間のある根本的なものが失われるからだという。それが詩人に影
響を及ぼし，結局は詩自体からある根本的なものが失われる怖れがあるからだ（Philip　Larkin，
Required　V　7γiting　pp．87－92）。
　もちろん，芸術一般とお金の関係は一一ma縄ではいかない。国別に考えても，アメリカのように企
業が積極的に寄付をする国もあれば，フランスのように政府がお金を出す国もある。これまでの日
本のようにどちらもあまり出さない国もある。イギリスでも，サッチャー政権のもとで，この種の
補助金は削減傾向にあり，出版社を廃業せざるを得ないところもあるようだ。僕は，昨1989年暮
にイギリスの主として詩を専門とする小出版社約150社にアンケート調査をした。活動状況と，補
助金に対する考えなどを尋ねたものである。1990年度の明治大学教養論集・社会科学号に掲載し
たので，それらを参照していただければ幸いである。
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